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（ELPS：endoscopic larygo-pharyngeal surgery）のいずれかの方法で行った。 




て、有意に腫瘍径が大きく(中央値 20mm(3-56) vs 13mm(2-50), p=0.002)、病変
肉眼型は隆起性病変が多かった(p<0.001)。治療関連合併症に関しても、上皮下層
浸潤例で有意に合併症発生率が高く(16% vs 9%, p=0.031)、遅発性出血や喉頭浮腫
などを認めた。本研究での上皮下層浸潤例に対する切除標本の病理学的検討結果
では、脈管浸襲の有無と相関する腫瘍厚中央値は 1000μm(200-10,000)であり、
リンパ管浸襲を 4 病変（8%）、静脈浸潤を 4 病変（8%）に認めた。観察期間中
央値 71 ヶ月において、6 例（13%）に局所再発、1 例（2%）に頸部リンパ節転移
を認めたが、全例咽喉頭機能温存による加療で治療可能であり、咽頭癌による死










2002 年 6 月から 2010 年 7 月までに、京都大学病院及び国立がん研究センター東
病院において内視鏡治療が施行された咽頭表在癌連続 176 症例（198 病変）のうち、
病理学的に上皮下層浸潤が確認されている症例を検討対象とした。上皮下層浸潤例は




リンパ管浸襲を 8%、静脈侵襲を 8%に認めた。観察期間中央値 71 ヶ月において、13%
に局所再発、2%に頸部リンパ節転移を認めたが、全例咽喉頭機能温存による追加治
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